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今後の窒素酸化物対策について 
 
（１）今後の窒素酸化物対策については、県環境目標値の早期達成に向け、現

行の施策を継続して実施する必要がある。 
 
（２）以下の点について留意し、必要に応じて見直しを行う必要がある。 
ア 今後の電力供給体制の変化による窒素酸化物排出量について 
 今後の電力供給体制については不確定要素が大きいことから、国のエ

ネルギー政策等に関する情報収集に努め、電力供給体制の見通しがつい

た時点で、窒素酸化物排出量の状況等について検討を行うことが望まし

い。 
イ 総合的な観点からの検討 
 オゾン濃度が二酸化窒素濃度に影響を与えることが確認されたことか

ら、今後、ADMER-PRO等の数値解モデルにより検討することが望まし
い。 
 また、窒素酸化物は、光化学オキシダントや微小粒子状物質濃度に影

響を与えることから、環境基準や県環境目標値の達成状況だけでなく、

大気環境全般に係る最新の知見を収集し、総合的な観点から検討するこ

とが望ましい。 
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